
プレゼン
表現応用Ⅰ

コミュニティ
デザイン ★ 建築設備

★ 製図基礎

デザイン基礎Ⅰ

★ 設計演習ⅠA

★ 社会学
マーケティングⅠ

★ プレゼン
表現基礎Ⅰ

デザイン
基礎Ⅱ

KID
デザイン IB

社会連携
プロジェクトⅠプレゼン表現基礎Ⅱ

インテリア
デザイン演習Ⅰ

プレゼン
表現応用Ⅰ

★ 社会学
マーケティングⅡ

商品企画 KID
デザインⅡA

プレゼン表現応用Ⅱ 社会連携
プロジェクトⅡ

KID
デザインⅡB

プロデュース演習

スタジオⅡディスプレイ
デザイン

インテリア
スタイルⅡ

インテリア
プランⅡ

★ 環境工学

プロダクト演習Ⅰコーディネート
演習Ⅰ

★ 建築計画

★ デザイン史

★ 建築法規

★ 建築一般構造

★ 住宅設計演習

設計演習ⅠB

インテリア
スタイル

KID
デザインⅠA

★ インテリア
概論ⅠA

前　期 後　期

２
年
生

デ
ザ
イ
ン
専
攻

家
具・雑
貨
専
攻

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
専
攻

デ
ザ
イ
ン
専
攻

家
具・雑
貨
専
攻

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
専
攻

１
年
生

共
通

デ
ザ
イ
ン
専
攻

イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
専
攻

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
専
攻

インターンシップインターンシップキャリアデザインⅠ

K展ぷれこん

キャリアデザインⅡ K展

は科目連携。【ID】 2025年度 入学生カリキュラムマップ
問題発見力　・　・　・　・　本当に解決するべきことをつかむ。
発想力　　　・　・　・　・　問題を解決に導くアイデアを出すことができる。
視覚化力　　・　・　・　・　考えや思いをカタチ（画像や文字）にし、アイデアをわかりやすく共有することができる。
造形力　　　・　・　・　・　アイデアをきちんと表現（造形の完成度、造形美等）ができる。
プレゼンテーション力  　・　考えや思いを表現できる。シラバスの授業概要よりキーワード３点を記入しています。

★二級建築士試験指定科目 ※1年生・2年生合同演習科目

※1年生後期から専攻を選択★二級建築士試験指定科目

企業連携

グループワーク

事業計画

強化する力

企業連携

グループワーク

事業計画

強化する力

インテリア
プランⅠ

Vectorworks

プランニング

図面作成

強化する力

事例研究

デザイン提案

図面作成

強化する力

SketchUp

Twinmotion

グラフィック

強化する力

事例研究

デザイン企画

プレゼン資料

強化する力

事例研究

デザイン提案

図面作成

強化する力

SketchUp

Twinmotion

グラフィック

強化する力

進路開拓

ビジネス文章

プロデュース

プレゼン

強化する力

建築と環境

地球環境

建築基礎知識

強化する力

建築と設備

設備設計

建築基礎知識

強化する力

VectorWorks

プランニング

着色図面表現

強化する力

SketchUp

Twinmotion

プレゼン表現

強化する力

プロデュース

デザイン企画

事業計画

強化する力

企業連携

グループワーク

デザイン提案

強化する力

グループワーク

デザイン制作

グラフィック

強化する力

グループワーク

レイアウト

陳列・展示

強化する力

進路開拓

主体性

キャリア構築

強化する力

企業連携

企画・提案

モックアップ

強化する力

SketchUp

Photoshop

グラフィック

強化する力

企業連携

グループワーク

デザイン企画

強化する力

デザイン提案

図面作成

模型製作

強化する力

グループワーク

実寸大制作

陳列・展示

強化する力

進路開拓

主体性

キャリア構築

強化する力

事例研究

仕上材の研究

 ICボード

強化する力

木材の特徴

木工加工

雑貨制作

強化する力

透視図

SketchUp

Photoshop

ポートフォリオ

強化する力

Illustrator

模型制作

模型表現

強化する力

設計技術

ゾーニング

プランニング

強化する力

設計技術

トレース

図面作成

強化する力

事例研究

情報リテラシー

ID基礎知識

ディスプレイ

強化する力

事例研究

平面計画

ID基礎知識

強化する力

グループワーク

自己表現

キャリア構築

ディスプレイ

強化する力

事例研究
計画の基礎
建築基礎知識

法規の基礎
建築基準法
建築基礎知識

設計の基礎
エスキース
持続可能な設計

建築史の基礎
西洋史・日本史
近代史

構造の基礎
構造計画
建築基礎知識

★ 建築施工

施工の基礎
施工計画
建築基礎知識

★ 建築材料

材料の基礎
材料特徴
建築基礎知識

スタジオⅠ

★ 構造力学

事例研究
図面作成
店舗デザイン

構造の基礎
算術計算
建築基礎知識

★ リノベーション
企画

★ 詳細設計演習

事例研究
改修企画
プランニング

VectorWorks
図面作成
設計技術

コーディネート
演習Ⅱ

スタイルの研究

仕上材の研究

ICボード

強化する力

スタジオⅠ

木材の特徴

木工加工

家具制作

強化する力



科目名

科目種別 必修 授業種別 演習 単位数 ２ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 火 講時

担当教員① 関目　峻行 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

②就職活動のキャリアサポート・個別相談を担当する授業です。

③科目連携授業「ぷれこん」のプレゼンテーション演習を担当する授業です。

行動力を高めるための自己分析-③ プレゼンテーション特講-③
発想力演習-⑤

自己PR演習-① プレゼンテーション特講-④
発想力演習-⑥

自己PR演習-② 【ぷれこん】合同プレゼンテーション

業界研究-①
社会で求められる人材像を理解す

プレゼンテーション演習-②
発想力演習-②

行動力を高めるための自己分析-② プレゼンテーション特講-①
発想力演習-③

業界研究-②
社会で求められる人材像を理解する

プレゼンテーション特講-②
発想力演習-④

授業内容 授業内容

授業ガイダンス
1年の学びの振り返りと検証

自己PR演習-③

行動力を高めるための自己分析-① プレゼンテーション演習-①
発想力演習-①

企業研究・業界研究に基づいて、情報を
整理分析し、活用することができる

社会で求められる人材像を理解し、プレゼン
テーション能力を向上することができる

社会人基礎力を身につけ、積極的な姿勢で授
業参加できる

企業研究・業界研究に基づいて、進路決定の行動力を身につける

就職・進学活動に向け、1年間の学びの成果を活用することができる

評価基準
評価対象

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

KIDデザインⅡA

１

３

コミュニティデザイン・ソーシャルデザイン・インテリアデザイン



科目名

科目種別 必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 月 講時

担当教員① 瀬戸　瑛裕 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

設計演習-①
店舗設計図面

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

【持ち物】PC・筆記用具・方眼用紙 ・三角スケール・メジャー・金尺・計算機

PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

店舗設計の図面表現-③ 什器設計図面-①

店舗設計の図面表現-④ 什器設計図面-②

【中間シラバス評価】

成果物提出・プレゼンテーション実施

【シラバス評価】

制作物提出

店舗設計の基本ルール-②
店舗の事例研究

設計演習-③
店舗設計図面

店舗設計の図面表現-① 設計演習-④
店舗設計図面

店舗設計の図面表現-② 設計演習-⑤
店舗設計図面

授業や課題に積極的に取り組み、課題の
提出期限を守ることができる

授業内容 授業内容

授業ガイダンス

店舗設計の概要 店舗設計の基本ルール-①
設計演習-②
店舗設計図面

評価基準
評価対象

店舗らしさや特徴を活かした空間を検討し、表
現をすることができる

企画や製作の意図を、根拠をもって他者に

説明することができる

建築設計、商空間・住空間のデザイン

店舗の空間表現の企画、プロセス、制作技術を身につける

店舗の空間表現を複数提案し、用途に合わせた寸法サイズで表現することができる

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

スタジオⅠ（住宅・店舗）

２

3・4



科目名

科目種別 必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 火 講時

担当教員① 南山　喜揮 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

【中間シラバス講評会】

制作物提出・プレゼンテーション

【シラバス評価】

制作物提出・プレゼンテーション

【FW】フィールドワーク 【ぷれこん】合同プレゼンテーション

PC・筆記用具・方眼用紙 ・三角スケール・メジャー・金尺・計算機 ・授業内容に応じて模型道具と木工加工

道具

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

②木工作業があるため、エプロンや汚れてもいい服を持参してください。

インテリア雑貨のデザイン-②
図面制作・模型製作

インテリア雑貨の制作-④
制作（組み立て）

インテリア雑貨のデザイン-③
図面制作・模型製作

インテリア雑貨の制作-⑤
制作（仕上げ）

1週目〜5週目

課題ブラッシュアップ

インテリア雑貨の制作-⑥
制作（仕上げ）

授業ガイダンス

インテリア雑貨、デザインの仕事

インテリア雑貨の制作-①
制作（材料の加工）

事例研究

インテリア雑貨・木材

インテリア雑貨の制作-②
制作（材料の加工）

インテリア雑貨のデザイン-①
図面制作・模型製作

インテリア雑貨の制作-③
制作（組み立て）

企画や製作の意図を、根拠をもって他者に

説明することができる

授業や課題に積極的に取り組み、課題の
提出期限を守ることができる

授業内容 授業内容

インテリア雑貨の企画、プロセス、制作技術を身につける

インテリア雑貨を複数提案し、実寸サイズで表現することができる

評価基準
評価対象

木工加工技術を習得し木材の特徴を活か
したプロダクトを表現をすることができる

２

１・２

木工家具雑貨企画・デザイン・制作

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

スタジオⅠ（コーデ／雑貨）



科目名

科目種別 選択必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 水 講時

担当教員① 杉中　浩之 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

②科目連携授業「ぷれこん」の提案（空間デザイン）を担当する授業です。

1週目〜5週目
企画ブラッシュアップ

提案のアップデート-③
空間デザイン

【中間シラバス評価】
・プレゼンテーション実施

提案のアップデート-④
空間デザイン	

プレゼン検証、課題発見-①
チームワーク

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

ぷれこんテーマ沿った事例研究-②
提案

プレゼン検証、課題発見-②
個人ワーク

ぷれこん提案-①
チームワーク

提案のアップデート-①
空間デザイン

ぷれこん提案-②
チームワーク

提案のアップデート-②
空間デザイン

授業内容 授業内容

授業ガイダンス
ぷれこん連携科目の役割について

ぷれこん提案-③
個人ワーク

ぷれこんテーマ沿った事例研究-①
提案

ぷれこん提案-④
個人ワーク

目的や条件に応じて異なる視点のアイデア
を複数提案することができる

複数のインテリアデザインにおいて、根拠

をもって他者に説明することができる

授業や課題に積極的に取り組み、課題の
提出期限を守ることができる

企画に沿ってシナリオに合わせたインテリアデザイン力を身につける

企画に対し目的やサービスを意識し、市場のニーズに沿った空間デザインを提案することができる

評価基準
評価対象

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

インテリアデザイン演習（住宅・店舗）

２

３・４

建築設計、 商空間のデザイン、 インテリアプランニング



科目名

科目種別 選択必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 水 講時

担当教員① 田中　了多 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

プレゼン検証、課題発見-①
チームワーク

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機 

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

②科目連携授業「ぷれこん」の提案（商品企画）を担当する授業です。

ぷれこん提案-②
チームワーク

提案のアップデート-②
商品企画

1週目〜5週目

企画ブラッシュアップ

提案のアップデート-③
商品企画

【中間シラバス評価】

プレゼンテーション

提案のアップデート-④
商品企画

ぷれこんテーマ沿った事例研究-①
提案

ぷれこん提案-④
個人ワーク

ぷれこんテーマ沿った事例研究-②
提案

プレゼン検証、課題発見-②
個人ワーク

ぷれこん提案-①
チームワーク

提案のアップデート-①
商品企画

授業や課題に積極的に取り組み、課題の
提出期限を守ることができる

授業内容 授業内容

授業ガイダンス

ぷれこん連携科目の役割について

ぷれこん提案-③
個人ワーク

評価基準
評価対象

目的や条件に応じて異なる視点のアイデア
を複数提案することができる

複数の商品企画において、根拠をもって他

者に説明することができる

商空間・住空間のデザイン、家具什器デザイン

企画に沿ってシナリオに合わせた商品企画力を身につける

企画に対し目的やサービスを意識し、市場のニーズに沿った商品企画を提案することができる

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

商品企画（コーデ／雑貨）

２

３・４



科目名

科目種別 必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 水 講時

担当教員① 杉中　浩之 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

【中間シラバス評価】

プレゼンテーション

企画のアップデート-④
プレゼン資料（スライド作成）

プレゼン検証、課題発見-①
チームワーク

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

②科目連携授業「ぷれこん」総括授業としての企画（企画書・プレゼン資料）を担当する授業です。

③FWは施設の都合により日程を変更する場合があります。

ぷれこん企画-①
チームワーク

企画のアップデート-①
プレゼン資料（スライド作成）

ぷれこん企画-②
チームワーク

企画のアップデート-②
プレゼン資料（スライド作成）

1週目〜5週目

企画ブラッシュアップ

企画のアップデート-③
プレゼン資料（スライド作成）

授業ガイダンス

ぷれこんテーマ解説

ぷれこん企画-③
個人ワーク

ぷれこんテーマ沿った事例研究

企画

ぷれこん企画-④
個人ワーク

【FW】フィールドワーク
プレゼン検証、課題発見-②
個人ワーク

複数のプレゼンテーションにおいて、根拠

をもって他者に説明することができる

授業や課題に積極的に取り組み、チーム内
での連携・協力することができる

授業内容 授業内容

第三者に伝わるプレゼンテーション資料や企画書作成ののプロセスを身につける

KIDデザイン基礎力を活用し、デザイン力で社会課題を解決することができる

評価基準
評価対象

目的や条件に応じて異なる視点のアイデア
を複数提案することができる

２

１・２

建築設計、 商空間のデザイン、 インテリアプランニング

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

コミュニティデザイン（住宅・店舗）



科目名

科目種別 必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 水 講時

担当教員① 田中　了多 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

②科目連携授業「ぷれこん」総括授業としての企画（企画書・プレゼン資料）を担当する授業です。

③FWは施設の都合により日程を変更する場合があります。

1週目〜5週目
企画ブラッシュアップ

企画のアップデート-③
プレゼン資料（スライド作成）

【中間シラバス評価】
プレゼンテーション

企画のアップデート-④
プレゼン資料（スライド作成）

プレゼン検証、課題発見-①
チームワーク

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

【FW】フィールドワーク
プレゼン検証、課題発見-②
個人ワーク

ぷれこん企画-①
チームワーク

企画のアップデート-①
プレゼン資料（スライド作成）

ぷれこん企画-②
チームワーク

企画のアップデート-②
プレゼン資料（スライド作成）

授業内容 授業内容

授業ガイダンス
ぷれこんテーマ解説

ぷれこん企画-③
個人ワーク

ぷれこんテーマ沿った事例研究
企画

ぷれこん企画-④
個人ワーク

目的や条件に応じて異なる視点のアイデア
を複数提案することができる

複数のプレゼンテーションにおいて、根拠

をもって他者に説明することができる

授業や課題に積極的に取り組み、チーム内
での連携・協力することができる

第三者に伝わるプレゼンテーション資料や企画書作成ののプロセスを身につける

KIDデザイン基礎力を活用し、デザイン力で社会課題を解決することができる

評価基準
評価対象

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

コミュニティデザイン（コーデ／雑貨）

２

１・２

商空間・住空間のデザイン、家具什器デザイン



科目名

科目種別 選択必修 授業種別 講義 単位数 ２ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 月 講時

担当教員① 鈴木　学 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

リノベーション演習-④
プランニング

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

リノベーション演習-①
事例研究・企画

店舗併用住宅のリノベーション-⑤
パース制作

リノベーション演習-②
エスキース・ゾーニング

店舗併用住宅のリノベーション-⑥
プレゼンボード

リノベーション演習-③
プランニング

【シラバス評価】
制作物提出・レポート提出

リノベーションの知識と計画
デザインによって価値を高める手法

店舗併用住宅のリノベーション-②
平面図作成

間取りの研究
ゾーニングの概要と手法

店舗併用住宅のリノベーション-③
平面図作成

【中間シラバス評価】
リノベーション事例研究のレポート作成

店舗併用住宅のリノベーション-④
パース制作

自分で学ぶ姿勢を持ち、積極的に課題に
取り組むことができる

授業内容 授業内容

授業ガイダンス
リノベーション企画の概要

店舗併用住宅のリノベーション-①
平面図作成

評価基準
評価対象

用途に沿ったリノベーションにおいて、
計画の提案をすることができる

目的や条件に応じて異なる視点の事例研究

を複数リサーチすることができる

建築設計、商空間のデザイン、インテリアプランニング

リノベーション企画に必要な専門知識を、事例研究から学ぶ

既存の空間や構造を活かしながら、機能を刷新し、新しい価値を生み出す改修を提案することができる

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

リノベーション企画（住宅・店舗）

１

1



科目名

科目種別 選択必修 授業種別 講義 単位数 ２ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 月 講時

担当教員① 鈴木　学 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

仕上・設備工事-①
ガラス工事、タイル工事、張り石工事

【シラバス評価】
プレゼンテーション
レポート提出

仕上・設備工事-②
左官工事、塗装工事、建具工事

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

【教科書】改訂版　図説　やさしい建築施工
【持ち物】PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。
②科目連携授業「仕様書」は、「建築材料」の仕上表とセットで作成します。

仮設工事と躯体工事-②
鉄骨工事

仕様書演習-①
課題解説

仮設工事と躯体工事-③
鉄筋コンクリート工事
コンクリートブロック工事

仕様書演習-②
仕様書の作成

仮設工事と躯体工事-④
土工事、基礎地業工事

仕様書演習-③
仕様書の作成

授業ガイダンス
施工準備と施工計画-①
建築施工、工事契約、積算

仕上・設備工事-③
防水工事、屋根工事、設備工事

施工準備と施工計画-②
施工計画、施工管理、地盤調査、測量

仕上・設備工事-④
内装断熱工事、外装工事、ユニット工事

仮設工事と躯体工事-①
木工事

機械と維持管理
施工機械、維持管理

仕様書・仕上表を適正な仕様を表現するこ

とができる

自分で学ぶ姿勢を持ち、積極的に課題に
取り組むことができる

授業内容 授業内容

建築施工の基礎知識をテキストに沿って学ぶ

学んだ知識を活かし、施工の特徴を理解することができる

評価基準
評価対象

学習した内容を理解し、専門用語を使い
根拠をもって文章で説明することができる

１

2

建築設計、商空間のデザイン、インテリアプランニング

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

建築施工（住宅・店舗）



科目名

科目種別 選択必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 火 講時

担当教員① 若松　堅太郎 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機     

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

設計演習-①
木造住宅の平面図作成

ディテール図-②

設計演習-②
木造住宅の平面図作成

【シラバス評価】

制作物提出

設計演習-③
木造住宅の軸組図作成

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

詳細設計の基本ルール-② 設計演習-⑥
木造住宅の矩計図作成

詳細設計の基本ルール-③ 設計演習-⑦
木造住宅の矩計図作成

【中間シラバス評価】

詳細設計の図面表現
ディテール図-①

授業内容 授業内容

授業ガイダンス

詳細設計の概要

設計演習-④
木造住宅の軸組図作成

詳細設計の基本ルール-① 設計演習-⑤
木造住宅の矩計図作成

設計製図の基本ルールを活用し、詳細設計
に活用することができる

架構と建物の高さ関係を学び、詳細設計に

活用することができる

授業や課題に積極的に取り組み、課題の
提出期限を守ることができる

木造住宅の詳細設計を身につける

木造住宅の仕様を理解し、建物の高さ関係と詳細設計の納まりを理解することができる

評価基準
評価対象

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

詳細設計演習（住宅・店舗）

２

１・２

建築設計、商空間のデザイン



科目名

科目種別 選択必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 月 講時

担当教員① 吉田　恵美 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

【FW】フィールドワーク 【ぷれこん】合同プレゼンテーション

PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機・カッター（裁ちばさみ）							

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

②コーデ・家具雑貨専攻で実施する企業連携授業です。

（コーディネート演習Ⅱ・インテリアプランⅡ）

③FW・企業評価プレゼンテーションは、企業様の都合により日程を変更する場合があります。

スタイル別内装材のコーディネート④ コーディネート演習-⑤

1週目〜5週目
課題ブラッシュアップ

コーディネート演習-⑥

【中間シラバス講評会】
制作物提出

【シラバス評価】
制作物提出

スタイル別内装材のコーディネート① コーディネート演習-②

スタイル別内装材のコーディネート② コーディネート演習-③

スタイル別内装材のコーディネート③ コーディネート演習-④

授業や課題に積極的に取り組み、課題の提出
期限を守ることができる

授業内容 授業内容

授業ガイダンス
インテリアコディネートの概要

コーディネート演習-①

評価基準
評価対象

目的や条件に応じて異なる視点のコーディ
ネートを複数提案することができる

場面に応じた建材を選定し表現することが

できる

インテリアコーディネート、 展示空間デザイン、 商品企画

インテリアコーディネートに必要な専門知識を身につける

住空間の生活スタイルに沿ってインテリアコーディネートを提案することができる

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

コーディネート演習Ⅱ（コーデ／雑貨）

２

１・２



科目名

科目種別 選択必修 授業種別 講義 単位数 ２ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 木 講時

担当教員① 成原　隆訓 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

焼製品
プレゼンテーション
【シラバス評価】
レポート提出

ガラスと石 【ぷれこん】合同プレゼンテーション

【教科書】改訂版　図説　やさしい建築材料
【持ち物】PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。
②科目連携授業「仕上表」は、「建築施工」の仕様書とセットで作成します。

コンクリート-②
インテリア

防水・防火材料

鋼材-①
建築

建築材料の選定-①
仕上表の作成

鋼材-②
インテリア

建築材料の選定-②
仕上表の作成

授業ガイダンス
木材-①
木の種類と特性

床・壁・天井仕上材

木材-②
木材の種類・用途・特性

その他材料
プラスチック、合成繊維、塗料、その他

コンクリート-①
建築

床・壁・天井仕上材

仕様書・仕上表を適正な仕様を表現するこ

とができる

自分で学ぶ姿勢を持ち、積極的に課題に取り
組むことができる

授業内容 授業内容

建築材料の基礎知識をテキストに沿って学ぶ

学んだ知識を活かし、建築材料の特徴を理解することができる

評価基準
評価対象

学習した内容を理解し、専門用語を使い根拠を
もって文章で説明することができる

１

１

建築設計、リノベーションデザイン

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

建築材料（住宅・店舗）



科目名

科目種別 選択必修 授業種別 講義 単位数 ２ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 木 講時

担当教員① 成原　隆訓 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

【教科書】改訂版　図説　やさしい構造力学
【持ち物】PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。
②科目連携授業「構造力学」の学習成果を他の授業で活用します。

部材に生じる力-①
軸方向力、せん断力、曲げモーメント

座屈荷重、たわみの求め方についての解説と練習問題

部材に生じる力-②
軸方向力、せん断力、曲げモーメント

【シラバス評価】
筆記試験

部材に生じる力-③
軸方向力、せん断力、曲げモーメント

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

力の釣り合い、モーメントと回転
断面の性質と応力度-②
断面二次モーメントについて

梁と反力-①
単純梁、片持ち梁についての解説

応力度、許容応力度、許容曲げモーメント-①

梁と反力-②
張り出し梁、ラーメンについての解説

応力度、許容応力度、許容曲げモーメント-②

授業内容 授業内容

授業ガイダンス
構造力学の概要とデザインとの関係

トラス、ラーメン、現代の解析技術と構造デザイン

構造力学に必要な算術計算
力の基礎、力の分解と合成

断面の性質と応力度-①
断面二次モーメントについて

構造力学に必要な基礎的な算術、古典力学
を使用し、構造を解析することができる

構造力学をデザインに活用することができ

る

自分で学ぶ姿勢を持ち、積極的に課題に取り
組むことができる

構造力学の基礎知識をテキストに沿って学ぶ

学んだ知識を活かし、建築構造の力のバランスを理解することができる

評価基準
評価対象

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

構造力学（住宅・店舗）

１

２

建築設計、リノベーションデザイン



科目名

科目種別 必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 木 講時

担当教員① 間宮　佐知子 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

プレゼン表現演習-⑧
Photoshop／レタッチ

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

【ソフトウェア】SketchUp Studio・Twinmotion
【持ち物】PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。
②科目連携授業「ぷれこん」の提案（グラフィック）を担当する授業です。

プレゼン表現演習-④
Twinmotion／レンダリング

提案のアップデート-②
イメージパース・3DCG作成

プレゼン表現演習-⑤
Twinmotion／レンダリング

提案のアップデート-③
イメージパース・3DCG作成

プレゼン表現演習-⑦
Photoshop／レタッチ

提案のアップデート-④
イメージパース・3DCG作成

プレゼン表現演習-①
SketchUp／モデリング

提案の視覚化検証-①
ビジュアル表現

プレゼン表現演習-②
SketchUp／モデリング

提案の視覚化検証-②
ビジュアル表現

プレゼン表現演習-③
SketchUp／モデリング

提案のアップデート-①
イメージパース・3DCG作成

授業や課題に積極的に取り組み、課題の提出
期限を守ることができる

授業内容 授業内容

授業ガイダンス

ぷれこん連携科目の役割について

【中間シラバス評価】

制作物

評価基準
評価対象

思考のプロセスをわかりやすくビジュアル
を表現することができる

3DCGを活用し、第三者に意図が伝わるビ

ジュアルを表現することができる

建築パース、ランドスケープスケッチ、３DCG

第三者に意図が伝わるデジタル表現を身につける

マーケティングを意識したビジュアル表現をすることができる

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

プレゼン表現応用Ⅰ（コーデ／雑貨）

２

3・4



科目名

科目種別 必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 木 講時

担当教員① 間宮　佐知子 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

プレゼン表現演習-⑦
Photoshop／レタッチ

提案のアップデート-④
イメージパース・3DCG作成

プレゼン表現演習-⑧
Photoshop／レタッチ

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

【ソフトウェア】SketchUp Studio・Twinmotion
【持ち物】PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。
②科目連携授業「ぷれこん」の提案（グラフィック）を担当する授業です。

プレゼン表現演習-③
SketchUp／モデリング

提案のアップデート-①
イメージパース・3DCG作成

プレゼン表現演習-④
Twinmotion／レンダリング

提案のアップデート-②
イメージパース・3DCG作成

プレゼン表現演習-⑤
Twinmotion／レンダリング

提案のアップデート-③
イメージパース・3DCG作成

授業ガイダンス
ぷれこん連携科目の役割について

【中間シラバス評価】
制作物

プレゼン表現演習-①
SketchUp／モデリング

提案の視覚化検証-①
ビジュアル表現

プレゼン表現演習-②
SketchUp／モデリング

提案の視覚化検証-②
ビジュアル表現

3DCGを活用し、第三者に意図が伝わるビ

ジュアルを表現することができる

授業や課題に積極的に取り組み、課題の提出
期限を守ることができる

授業内容 授業内容

第三者に意図が伝わるデジタル表現を身につける

マーケティングを意識したビジュアル表現をすることができる

評価基準
評価対象

思考のプロセスをわかりやすくビジュアル
を表現することができる

２

1・2

建築パース、ランドスケープスケッチ、３DCG

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

プレゼン表現応用Ⅰ（住宅・店舗）



科目名

科目種別 選択必修 授業種別 演習 単位数 ４ 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 木 講時

担当教員① 田中　了多 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機・・授業内容に応じて模型道具							

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。							

住居空間のプランニング②
・事例研究リサーチ

住居空間のプランニング④
・平面図作成（アップデート）

住居空間のプランニング③
・マンションの現状図作図

【シラバス評価】
プレゼンテーション
制作物提出

【中間シラバス評価】
制作物

【ぷれこん】合同プレゼンテーション

製図表記の基本ルール②
・CADの基本的使用法

住居空間のプランニング①
・平面図作成

製図表記の基本ルール③
・CADの基本的使用法

住居空間のプランニング①
・平面図作成

住居空間のプランニング①
・企画演習・シナリオ・ペルソナ

住居空間のプランニング③
・平面図作成（影・テクスチャー）

授業内容 授業内容

授業ガイダンス
・インテリアプランの概要

住居空間のプランニング④
・ライフスタイル

製図表記の基本ルール①
・CADの基本的使用法

住居空間のプランニング⑤
・ゾーニング（複数案)

ライフスタイルに合わせたプランニングを図面と
して表現することができる

複数のプランニングにおいて、根拠をもっ

て他者に説明することができる

授業や課題に積極的に取り組み、課題の提出
期限を守ることができる

テーマに沿って複数のプランニングを提案し、計画力を身につける

住居空間のプランニングを複数提案し、図面を活用して表現することができる

評価基準
評価対象

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

インテリアプランⅠ（コーデ／雑貨）

２

３・４

商空間・住空間のデザイン、家具什器デザイン



科目名

科目種別 必修 授業種別 演習 単位数 4 週コマ数

履修年次 2年生 開講期 前期 曜日 金 講時

担当教員① 田中　了多 実務経験

担当教員② 実務経験

担当教員③ 実務経験

担当教員④ 実務経験

授業概要

到達目標

プレゼンテーション 制作物 実技 筆記試験 レポート 修学姿勢

〇

〇

〇

授業回 授業回

① ⑨

② ⑩

③ ⑪

④ ⑫

⑤ ⑬

⑥ ⑭

⑦ ⑮

⑧

持ち物

履修上の
 注意

京町家リノベーション企画-④
プランニング

【持ち物】PC・筆記用具・方眼用紙・三角スケール・メジャー・計算機・授業内容に応じて模型道具

①PCは、授業前に必ず充電を済ませておくこと。

②1回生・2回生合同で実施する企業連携授業です。

③FW・企業評価プレゼンテーションは、企業様の都合により日程を変更する場合があります。

京町家リノベーション企画-①
コンセプトワーク・プランニング

京町家リノベーション設計-④

京町家リノベーション企画-②
プランニング

【連携企業評価】
本番プレゼンテーション

京町家リノベーション企画-③
プランニング

企業評価振り返り

事例研究-①
京町家とその暮らしの文化 京町家を保全・継承

京町家リノベーション設計-①

事例研究-②
京町家活用事例研究・京町家の軸組木造研究

京町家リノベーション設計-②

【FW】フィールドワーク
現地調査・現地測量

京町家リノベーション設計-③

授業や課題に積極的に取り組み、課題の
提出期限を守ることができる

授業内容 授業内容

授業ガイダンス
前年度の振返り・企業連携授業の目的と成果の概要

【企業評価】
中間プレゼンテーション

評価基準
評価対象

目的や条件に応じて異なる視点のアイデア
を複数提案することができる

複数の多様なアイデアを組み合わせ、
根拠をもって他者に説明することができる

商空間・住空間のデザイン、家具什器デザイン

企業と協働しながらデザインで課題解決を図る能力を身につける

協働ワークにおいてチームに貢献することができる

2025年度前期 京都芸術デザイン専門学校 クリエイティブデザイン学科 インテリアデザインコース2年生

社会学マーケティングⅡ

2

１・２
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